
は
じ
め
は
日
比
谷
公
園
へ

九
月
八
日
八
時
前
、
新
大

阪
発
の
「
こ
だ
ま
」
で
正
午

に
東
京
駅
着
、
急
ぎ
乗
換
え

地
下
鉄
で
二
駅
、
日
比
谷
公

園
の
霞
門
に
到
着
。
丁
度
、

明
日
の
闘
争
に
向
け
た
街
頭

情
宣
が
始
ま
る
所
で
あ
っ
た
。

東
京
の
争
議
団
連
絡
会
議

（
争
団
連
）
の
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
マ
イ
ク
宣
伝
と
ビ
ラ

ま
き
で
昼
休
み
の
官
庁
街
に

訴
え
か
け
る
。
残
暑
が
戻
り
、

強
い
日
差
し
と
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
照
り
返
し
が
厳
し
い
。

濃
い
影
を
求
め
、
信
号
を
待

つ
人
々
に
ビ
ラ
を
手
渡
す
が
、

取
っ
て
く
れ
る
人
は
少
な
い
。

共
謀
罪
が
施
行
さ
れ
た
中

で
の
弾
圧
は
他
人
事
で
は
な

い
。
労
働
者
、
市
民
の
日
常

が
監
視
下
に
置
か
れ
る
。
最

初
は
、
「
暴
力
団
」
等
を
標

的
に
共
謀
罪
を
適
用
し
、
徐
々

に
質
も
量
も
拡
げ
て
い
く
。

運
動
（
労
働
、
市
民
、
環
境

～
）
を
自
粛
（
萎
縮
）
せ
ず
、

逆
監
視
を
強
め
て
行
こ
う
！

と
呼
び
掛
け
る
。

東
京
地
裁
に
申
入
れ

午
後
一
時
か
ら
は
、
東
京

地
裁
へ
の
申
し
入
れ
行
動
。

裁
判
官
が
、
争
議
団
や
闘
う

労
組
へ
の
民
事
弾
圧
（
仮
処

分
、
間
接
強
制
・
損
害
賠
償
）

を
乱
発
し
、
争
議
つ
ぶ
し
と

現
場
行
動
規
制
を
強
め
て
い

る
か
ら
だ
。

◆
争
団
連
の
大
道
測
量
闘
争

に
対
し
て
は
、
最
高
裁
決
定

（
確
定
判
決
で
支
持
さ
れ
た

労
働
委
員
会
命
令
違
反
）
に

従
わ
な
い
元
社
長
の
言
い
な

り
に
な
っ
て
、
社
長
が
申
立

て
た
組
合
役
員
の
自
宅
差
し

押
さ
え
と
競
売
開
始
決
定
を

出
す
と
い
う
暴
挙
に
出
た
。

裁
判
官
の
常
識
を
疑
い
、
政

治
的
意
図
を
感
じ
る
。
組
合

側
は
、
供
託
金
を
積
み
控
訴

に
よ
る
執
行
停
止
状
態
に
持

ち
込
ん
で
い
る
が
、
言
語
道

断
、
不
当
極
ま
り
な
い
！

◆
東
京
ふ
じ
せ
企
画
の
実
質

的
な
使
用
者
・
学
研
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
「
間
接
強
制

決
定
違
反
」
を
理
由
に
、
二

度
目
の
組
合
員
自
宅
差
押
え

＝
強
制
競
売
申
立
て
を
行
っ

た
。
組
合
側
は
、
こ
の
不
当

な
申
立
て
の
執
行
停
止
と
併

せ
、
請
求
異
議
を
提
訴
し
て

い
る
。

そ
も
そ
も
間
接
強
制
は

「
不
作
為
義
務
の
履
行
の
強

制
」
が
目
的
で
あ
っ
て
、

「
金
の
取
り
立
て
」
を
目
的

化
す
る
も
の
で
は
無
い
。
学

研
側
の
組
合
攻
撃
と
争
議
つ

ぶ
し
を
目
的
に
し
た
強
制
競

売
申
し
立
て
と
裁
判
所
の
不

当
決
定
に
満
腔
の
怒
り
を
！

全
争
交
に
向
け
て

来
年
第
三
七
回
全
国
争
議

団
・
労
組
交
流
会
、
交
流
集

会
（
全
争
交
）
へ
向
け
た
二
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渋
谷
で
デ
モ
し
て
き
ま
し
た
‼

～
第
四
二
回
全
都
反
弾
圧
闘
争

参
加
報
告
～



回
目
の
企
画
会
議
が
、
そ
の

後
、
中
目
黒
の
住
区
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。
各
地
の
争
議

報
告
、
各
戦
線
の
攻
防
状
況

等
が
討
論
さ
れ
、
来
年
三
月

四
・
五
日
の
関
西
開
催
ま
で

の
取
り
組
み
、
任
務
分
担
が

概
略
、
確
認
さ
れ
た
。

港
合
同
の
仲
間
の
参
加
を

呼
び
か
け
ま
す
。

弾
圧
や
め
ろ
！
デ
モ

九
日
午
後
一
時
か
ら
第
四

二
回
全
都
反
弾
圧
闘
争
が
行

わ
れ
た
。

集
会
に
先
立
っ
て
、
毎
年
、

会
場
門
前
ま
で
た
む
ろ
し
、

集
会
監
視
、
妨
害
を
続
け
る

公
安
私
服
警
察
に
対
し
抗
議

行
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、

今
年
は
た
っ
た
の
七
名
が
山

手
通
り
の
向
か
い
側
に
散
ら

ば
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
た

め
中
止
に
し
た
。
し
か
し
、

共
謀
罪
施
行
と
盗
聴
法
拡
大
、

状
況
下
で
、
い
つ
で
も
弾
圧

を
可
能
に
す
る
権
力
側
の
構

え
に
油
断
大
敵
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

集
会
は
、
①
破
防
法
・
組

対
法
反
対
共
同
行
動

②
天
皇

要
ら
な
い
実
行
委

③
沖
縄
一

坪
地
主
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

④
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
要
ら
な
い
ネ
ッ

ト

⑤
経
産
省
前
テ
ン
ト
広
場

⑥
韓
国
サ
ン
ケ
ン
闘
争
を
支

援
す
る
会

⑦
医
療
監
察
法
を

許
す
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
七

団
体
か
ら
の
連
帯
ア
ピ
ー
ル

が
あ
っ
た
。

基
調
提
起
と
全
国
争
議
団
・

労
働
組
合
の
紹
介
に
続
き
、

①
戦
争
と
治
安
弾
圧
に
反
対

す
る
決
議

②
労
働
法
制
大

改
悪
に
反
対
す
る
決
議

二

本
を
挙
げ
二
労
組
の
決
意
表

明
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で

終
了
。

渋
谷
に
向
け
デ
モ
！

今
年
の
デ
モ
は
、
集
会
場

の
関
係
で
コ
ー
ス
が
変
わ
り
、

例
年
よ
り
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

長
く
な
っ
た
。
し
か
も
道
玄

坂
な
ど
山
手
沿
い
で
坂
の
多

い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
コ
ー
ス
！

デ
モ
参
加
者
一
〇
七
名
を
ざ
っ

と
見
渡
し
、
三
〇
代
以
下
は

少
な
い
！
五
〇
～
六
〇
代
が

中
心
、
七
〇
代
以
上
も
、
そ

こ
そ
こ
お
ら
れ
る
陣
容
の
デ

モ
隊
列
。
デ
モ
出
発
時
は
、

沿
道
監
視
や
隊
列
を
規
制
す

る
子
や
孫
の
世
代
の
制
・
私

服
の
権
力
諸
君
を
叱
り
飛
ば

し
、
意
気
軒
昂
に
コ
ー
ル
を

挙
げ
て
い
た
が
、
次
第
に
疲

労
が
濃
く
な
る
の
も
致
し
方

な
い
。
野
宿
者
を
排
除
す
る

渋
谷
区
役
所
前
、
解
雇
断
行

の
東
邦
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

前
で
は
ひ
と
き
わ
大
き
く
抗

議
の
シ
ュ
プ
レ
を
発
し
た
。

最
後
の
渋
谷
駅
前
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
で
は
、
観
衆
も
多
く
下

り
坂
と
も
あ
っ
て
、
横
断
幕
、

プ
ラ
カ
ー
ド
を
よ
り
高
く
掲

げ
、
元
気
に
行
進
、
注
目
度

も
高
か
っ
た
。

港
合
同
の
皆
さ
ん
、
来
年
、

一
緒
に
デ
モ
し
ま
せ
ん
か
。

南
労
会
支
部

Ｉ
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